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吉0・はしがき

喜1. Smirnovの真部限界値

喜Smirnovの限界値とGrubbsの限界値

喜Smirnovの限界値とChamovaの限界横

寺4. SKIRNOVの限界値とTho灘Pso封の限界値

§o・はしがき

規準正規母集団N（0，1）サ＞より大いさnの任意の標本をXi， X2 ・・・.・・， Ⅹnとし，次の統計量：

夏ニー㌃蓋Ⅹ盛・，Ⅹ′＝去苫Ⅹf ………………（0．1）

Sユニ÷崑（Ⅹ卓一夏）2・丁二一㌔星 ．・．．．，．．・’・．・．．．．・．（仇含）

S2＝去蓋（Ⅹ‘．－．蓋）2，7′＝彗星 ，……………‥（0，3）

を求めるとき

（1）Ⅹガをこの集団から離れているとし，

Pザ（lTl≧丁古）＝窓 ………………（0・4）

なる棄却限界値句を求めたのがT壬貰OMPsoNの値である2）．

（勾Ⅹ輪を最大（または最小）とし，順序統計量として

Pr（丁≧丁．）＝α

として棄却限界値7．を求めたのが，SMⅠRNOV－GRUBBsの値である3）’4）

（3jCI壬AMOVAは（功の丁の代りT′を用いて，

Pr（T′≧ィ。）＝α

………………（o・5）

…，・…………．（0・6）

なる限界値ィ。を求めている3）・

同じ有意水準αに対して，すわ7．，丁′。の問に大体Tf≒TOが成立する・ここにこっの限界

値を比較し，上の関係を具体的に示し，更に

変域ニ

＜T0＜声言

1）一般正親母業國N（机，σ2）としてもよい． 2）参考文献㈱・，3），4）参考文献ω．物
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に於て両式が完全に一致する事を証したい．  

§1・SMIRNC・Ⅴの棄却限界値  

母集団N（0，1）からの瞭本：  

Ⅹ－≦Ⅹ2≦……・・………・ ≦Ⅹ調＿；≦Ⅹ乃  

に於て，統計量丁を求め  

α＝Pr（丁≧T，）＝1－・Q乃（丁∫）  

なる丁㊦を求めたのがSMIRNOVである．   

ここに  

… …■・……‥ （1．1）  

IJ！  →喜∑Ⅹg雲 

／。乃e 侃dX2……… 侃   Q形（Tg）＝   …………・・…・ （1．2）  
（／す妄－）乃  

但し D乃：－・∞＜Ⅹ1≦Ⅹ2≦・‥‥‥・… ≦Ⅹ乃≦衰＋sTさ  

今次の直交変換を行い  

1  

－－   －－－－－  〝几＿】  Ⅹユ＝宏一  J／ご‾‥  

レ／1．2  も／－訂う  l／  （光一1．）〟   

1  1  1  

Ⅹ2＝衰＋  yl  
l／1．2  1／‾訂㌃  

……… （1．3）  
Ⅹ3＝ 衰  随ぢニ∵＝＝∵＝＝＝J・r】・L・・＝＝  

1／2．3  

Ⅹ，．＝ 克   

とおき，更に桓変換：  

‾‾‾ 
yl＝ レ盲sco呼乃＿2CO平”＿3  

y2＝l／1㌻‾s co呼乃＿2CO呼乃＿3  

＝ ＝… ■－●●－  －●●●－＝●●●●  

y‰1＝レ／1㌻sぶオ坤邦＿2  

とおけば  

t／（形－1）〟  

レ／  （乃←【1）紹   

……… （1．4）   

花！′－（ヱ≠）  
〃－？  

〟coざ‘‾1甲豆d甲1‘ブ勒‥…・‥‥‥ 勾，”＿℡  ／t  Q兜（Tg）＝   

2（〆言）呵ノD搾＿2  

ここに  

ざわ～pぉ＝   

この積分を行い  

（ゐ＝1，2，＝・・…‥，．名声－→2）  
ゐ＋1  

－－・2 －  



棄 却 検 定 の 比 較売 切（石川）  

〃＿4 

た－3  Q兜（丁さ）＝。イL（ト霊室）丁紘一g・憲Jαた1（1－勤 ぉ†1  

1－＝・ヽ ∧  
ノ‾盲＝「  

須ギ（竿）  

（1．5）  

目－1ヽ  

ここに  C乃＝  

レm，J  αぉ＝αた（tた）＝ 沼オ〝  

簡単のために  

r（′′＿．1）  り－4  

（ト芸）7  ……………‥， （1．6）  甲（T）＝   ，I   

J（乃－－1）ガr（半）  

とおけは上式ほ  

Q′”（丁き）＝〝甲弗（Tg）Q乃＿1  

・……………‥ （1．7）  

∂（Tg）＝ 
II 

＝  

：柁 T     J  

J／】 丁こ：  

1  

＜ 丁一 ＜  となる．ただし  l／〟l、  

，〆蓋），レ蓋，孟），…………，  上の積分は区間  （  1／盲二二「  

、・ごご一二   、／ノ′1）  によって積分しなけれはならない．  

§2． SM‡RNOVとGRUBBSの棄却限界値   

GRtJBBSほ次の統計量：  

カ＿1  

S′＝∑  
Ⅰ＝1  

†1 S ＝ ∑  
‡＝1  

（Ⅹ豆一宏′）2  

（Ⅹ豆－・頚）2  

1  雲ヒ1   
∑ Ⅹ豆  Ⅹ ＝  

I才一－1富  
……………… （2．1）  

1   乃   
∑ Ⅹ名  慧 ＝  

：柁  Ⅰ＝1  

を求めた．しかる時，′簡単に次の関係式をうる．  

T  

J（紹－1）（ト÷）＝  
……………… （2．2）   

GRtJBBSはS′／Sの分布を研究し，この値のα－Pointの値を求め，更に上式に代入して，丁の  

限界値を独立に定めた．この値がSM‡RNOVの限界値丁さに一致することは§3・によって明かで  

ある．第1表のα8に応ずる丁はGRUBBSの求めた限界値である・  

一・ 3 －   
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第1表  SxIRyOV－ぐ・Rロ丑丑Sの句 と T江0加7唱OyのTr  

碁印は0．01の差がある．  

表の値は Pγ（て≧て。）＝αβ， Pγ（て≧T。）＝αJのて。でおる．  

これを夫々てざ，句とおいた．  

§3．SMIRNOVの限界値とCI払MOVAの限界値  

C甘ÅMOVAはSMIRNOVの理論によって統計量：（0．3）式の丁′を用いて，棄却限界値T′。を  

α＝0．1，0．075，0．05 0．025 について求めた，比夜のために次に掲げる．  

－ 4 －－   



棄 却 検 定 の 此 較 責 但）（石川）  

第 2 表  CIIA班0VAのて′e  

しかして，（0．2）式（0．3）式より  

丁′¢  S  

Tg  ざ  
？J－－一1  ‥・…………… （3．1）  
〃   

……………… （3．2）  ∴ 丁′β＝  Tg  
粥【仙－1  

＝……………・ （3．3）  

をうる．即ち SMIRNOV の限界値と C耳AMOVAの限界値の問に（3．1）の関係が成立し，一方か   

ら容易に他方が得られる．これからSMIRNOVの限界値を待て，GRtJBBSの限界値に一致すること   

がわかる．  

§4．SMIRNOVqGRUBBSの棄却限界値とTliOMPSONの棄却限界値  

第1表のαiに応ずる丁－ほ次の式によったTHOMPSONの棄却限界値である．この場合の有意水   

準αJほ2α／紹になっている．  

－－  5 －   
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刈－1  

‾† 

co ／ん（1＋蓋） 
＝……‥・ （4・1）  P小≧丁亡）＝  

但し ん＝ J  

2  

（〝－2）T古  

Jト1l一一丁√   

これに対する種々の批判がなされてあるが，第一表を見ればわかる様に，αに対する丁きと2α／紹に  

対するTfとほ殆んど相等しい．  

即ち  

2  

α亡≒←αさ          J／  

……………… （4．2）  

この関係が  ＜T。＜l／、‾諒＝了‾ なる全域で成立するかどうかほ完証闇来なかったが，  
1／〟－1  

、・＝＝  

（1．7）式より  

＜T。＜l／盲二i の変域で，等式の成立すことほ次のように証明出来た．  

l
 
 

′
し
 
 

＋
 
 
 

乃－1  

2 （わ  
丁2  

蒜＝∃  
αさ＝Pγ（T≧To）  

閉
 
 

（乃トー1）ガr  

（形－2）丁2  
今－ f。＝  とおけば  

ガー1一丁2  

紹r（竺≠）  
了‥－∴∴‾‥‥、  JJ－1  d∠  

r（空手）  （紹－1）汀   

〝r（空≠・）  
め   ／；（1＋蓋）‾‾苛L   

となる．従ってα＝0．1，0．05，0．025に対●し招＝11，14，16 までは完全に一致することになる．  

よって実用的にはSMIRNOVのTgの代用としてTIすOMPSONのTfを用いることが損来る．（未完）  
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Sl＝mm8ry   

Fortesting the significanceofthelargest（Or Smallest）observationin a samp】e of size   

71from N（0，1），We prOPOSe thp statistic  

1  

諒∃   

1  

方：＝i  

I 頭＝‾‾－‾ 
弾 有芸Ⅹ‘  

52＝÷冨（Ⅹ£一宏）2                          ，1  

II S ＝ ∑（Ⅹ宜一宏匂）  
j買主1  

れ－1  

∑ Ⅹ名  
1≡：：J  

∑（Ⅹ名一意）1三  
言＝1  

雲′＝  

52 ＝  

乃－－1  

S′ ＝ ∑（Ⅹ官－1衰′）2  
i芸1  

Ⅹルー雲  y”－一票  
丁／＝  

S  

Where  Xl≦Ⅹj≦…… ≦Ⅹn   

Here these manners may be stated as follows：   

THOMPSC・N：  αと＝Pγ（けl≧T。）  or Pr（lTl≧T才）＝   

SMIRNOV ：  αg＝Pγ（T≧丁。）  or Pγ（丁≧Tg）＝α  

GRUBBS  αざ＝J  （和一1）（ト÷）  

CHAMOVA：  Pr（丁′≧丁′。）＝ α   

Concerning T8and T′。We have relation as follows：  

Tl！  

Tg  

And fortheinterva1  

2  

αf＝㌃αg  

／／－l  

JJ  

カー 2  n MI we shallhave  

一－ 7 －一   




